
旭川地区バスケットボール協会 U１２部会 ルーキーズマッチ 

旭川地区バスケットボール協会 U12部会 技術普及委員会 

 

 

〈ねらい〉 

まだバスケットボールに出会ったばかりの子どもたち（ルーキーズ）は，競技の特性に触れ，楽

しさを味わわせ，生涯スポーツとしてバスケットボールに長く携わっていく基礎を築いていくこ

とをねらいとする。 

  

 

〈ルーキーズマッチ特別ルール〉 

・試合は１Q５分の４Q 制。５人対５人を基本とするが，対戦相手との協議により，Q ごとに３

on3 などに減らしてもよい。また，選手の交代は自由とする。 

 →勝敗にとらわれず、選手１人１人の十分な出場時間の確保を！ 

  できるだけたくさんボールに触る機会を！ 

   

・始めたばかりの１年生や，明らかな技術不足についてのトラベリングやダブルドリブル等は審判

の裁量で判断する。 

 

・ペイントエリア内の３秒ヴァイオレーションは適用しない。 

 

・ファールは通常通り適用する。 

 

・フリースローは，１本目がエアボールだった場合，２本目はサークル内付近の届くところから打

ってよいことにする。 

 

・タイムアウトは通常通りとする。 

 

 

 

☆１～３年生や，競技経験の浅い子たちが多い大会です。 

緊張したり萎縮したりせずに，子ども達がのびのびとバスケットボールを楽しめるように，

いつも以上にインテグリティを意識し，前向きな声掛けや具体的なアドバイスを心掛けま

しょう。  

 

☆選手も指導者も観客も，笑顔と拍手があふれる 

楽しい大会にしましょう！ 
 

 

 

 



〈ルーキーズの基本方針として〉 

☆U8，U10 の時期は，「楽しむ・慣れる」を主眼に，バスケットボールと仲間に出会い，遊び感覚から動きづく

りを進めていく。 

☆この時期の子どもは，活動欲求や好奇心が強く，自己試しの欲求が出てくるので，その気持ちを大切にしたい。 

☆集中力が持続する時間は短く，単純な反復練習では飽きてしまうため，「何を」「どのように」教えるのか，育

成・指導に関する指針を明確にしておく必要がある。 

 

【資料１】ルーキーズの育成・指導に関する指針    【資料２】発達段階における指導内容例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】選手が意識すべき「練習の心得」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ルーキーズの子ども達への指導に関する資料（２０１０年，ＪＢＡ）です。具体的な練習メニュー等も掲載さ

れています。ぜひ参考にして下さい。     https://www.mini-basketball.org/pdf/fresh-manual.pdf 

https://www.mini-basketball.org/pdf/fresh-manual.pdf

